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アミノ酸分析⽤カラムを⽤いた⾮誘導体化アミノ酸の分析

 アミノ酸分析専⽤カラムを⽤い、
順相・イオン交換クロマトグラ
フで⾮誘導体化アミノ酸を分離
し、精密質量を測定した。

 アミノ酸分析専⽤カラムメー
カー推奨の条件よりも、溶離液
のギ酸アンモニウムを低く抑え、
LC分離を⾏った。

 41種類のアミノ酸のうち28種類
を質量分析計で検出することが
できた。

分析の特徴
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アミノ酸分析はHPLCで分離分析する前後に
発⾊、または、蛍光試薬で誘導体化して検出す
る⼿法が⼀般的である。しかし、誘導体化反応
が定量的に進⾏しない、あるいは、誘導体化ア
ミノ酸の安定性が低いことが問題になる場合に
は、⾮誘導体化アミノ酸を直接LC-MSで分析す
る⼿法が⽤いられる1-3。

Imtakt社の⾮誘導体化アミノ酸専⽤カラムは、
シリカを基材とした順相・イオン交換カラム。
推奨のLC分離条件は、溶離液A 100%アセトニ
トリル / 0.1%ギ酸と溶離液B 100mMギ酸アン
モニウムの濃度勾配である。本分析は⾼濃度の
アンモニウムイオンによる0.2%ギ酸アンモニ
ウム質量分析器内部の汚染を避けるためにギ酸
アンモニウム濃度が低い条件で分析を⾏った。

41種類のアミノ酸混合試料をLCで分離し、
ESI法でイオン化して質量分析を⾏った。その結
果、28種類のアミノ酸を質量分析で検出するこ
とができた。

概 要

図1. Imtakt社 Intrada Amino Acidカラム
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バイオサイエンス
ア ミ ノ 酸 分 析

 Imtakt Amino Acid 
#WAA34 順相カラム

(粒径3.0 μm, 3.0 mm × 100 mm)
 カラムオーブン : 50°C
 流速 : 600 μL / min
 移動相 A : 5 mM ギ酸アンモニウム
 移動相 B : アセトニトリル
 濃度勾配 80 ％ B × 4 min

80 → 0 ％ B × 10 min
0 % B × 6 min

LC分析

MS条件
 イオン化法 : ESI 法
 測定モード : ポジティブ
 スプレー電圧 : 3500 V
 脱溶媒温度 350°C
 MSフルスキャン分解能 30,000
 フルスキャン範囲 50 - 400 m/z

富⼠フィルム和光AN-2、B型、グル
タミン、アスパラギン、トリプト
ファンを各濃度が各１Mになるよ
う混合した試料液を測定当たり1 L
使⽤した。

アミノ酸標準試料

41種類のアミノ酸のうち、28種類の
[M+H]+イオンが検出された。各アミノ酸
１pmolをで得られたEICのピーク強度は
1.0E6 ~ 2.0E7であった (図２)。本分析
では塩基性アミノ酸Lys、Arg、Hisが検出
できなかった。

結 果

図2. 各アミノ酸の抽出イオンクロマトグラム
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